
豊
か
な
余
暇
を
生
き
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の
は
、

家
と
職
場
以
外
の
、も
う
ひ
と
つ
の
居
場
所―

―

。

自
宅
の一
部
を
開
放
し
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
と
し
て
提
供
す
る「
住
み
開
き
」や
、

芸
術
文
化
の「
場
」を
つ
く
る
ユ
ニ
ー
ク
な
催
し
な
ど
、

ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
氏
が
手
が
け
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な

〝
日
常
再
編
集
〞の
試
み
か
ら
、

余
暇
の
新
し
い
可
能
性
を
探
っ
て
み
よ
う
。

イ
ス
）
が
「
家
」、
第
二
の
場
所
（
セ
カ
ン

ド
プ
レ
イ
ス
）
が
「
職
場
」、
そ
し
て
そ
の

二
つ
の
中
間
地
点
に
あ
る
第
三
の
場
所
、
す

な
わ
ち
「
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
集
う
場

所
」
を
「
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
」
と
呼
ぶ
こ
の

考
え
方
は
、
１
９
８
９
年
に
米
国
の
都
市
生

活
学
者
、
レ
イ
・
オ
ル
デ
ン
バ
ー
グ
に
よ
っ

て
提
唱
さ
れ
た
。
日
本
に
お
い
て
も
現
在
、

ほ
っ
こ
り
く
つ
ろ
げ
る
お
洒
落
な
カ
フ
ェ

や
、
音
楽
や
絵
画
が
楽
し
め
る
ア
ー
ト
ス

ペ
ー
ス
、
地
域
の
集
い
の
場
と
し
て
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

態
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
が
存
在
し
て
い
る
。

実
際
、
筆
者
自
身
も
こ
の
10
年
間
、
こ
の
よ

う
な
ス
ペ
ー
ス
の
運
営
に
い
く
つ
も
関
わ
っ

て
き
た
（
＊
２
）。
そ
の
中
で
、
と
り
わ
け

こ
こ
数
年
感
じ
る
こ
と
は
、「
サ
ー
ド
プ
レ

イ
ス
が
果
た
す
社
会
的
機
能
が
、
フ
ァ
ー
ス

ト
プ
レ
イ
ス
や
セ
カ
ン
ド
プ
レ
イ
ス
の
中
に

〝
織
り
込
み
済
み
〞
に
な
っ
て
き
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
だ
。
噛
み
砕
い
て
言
え
ば
、
家

や
職
場
自
体
に
、
家
族
や
同
僚
を
超
え
た
新

た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
や
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
と
い
っ
た
言
葉
を
、
昨
今
よ
く
耳
に

さ
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
家
族
以
外
の
複
数
人
と
共
に
暮
ら
す
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
の
存
在
は
、
と
り
わ
け
新
し
い
も

の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
筆
者
の
学
生
時
代

で
あ
っ
た
１
９
９
０
年
代
後
半
〜
２
０
０
０

年
代
初
頭
に
お
け
る
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
存
在

意
義
は
、「
一
緒
に
住
む
と
安
く
住
め
る
か

ら
」
と
い
う
経
済
的
な
理
由
が
圧
倒
的
な
も

の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
現
在
は
、
生
活
を

シ
ェ
ア
す
る
こ
と
が
、
そ
の
人
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
や
働
き
方
の
構
築
に
強
く
結
び
つ
き

つ
つ
あ
る
。
つ
ま
り
文
化
的
な
価
値
観
や
社

会
的
な
人
脈
を
獲
得
す
る
た
め
の
シ
ェ
ア
に

移
行
し
つ
つ
あ
る
の
だ
。
筆
者
は
２
０
０
６

〜
10
年
、
大
阪
市
北
区
南
森
町
の
住
居
用
マ

ン
シ
ョ
ン
の
一
室
に
て
「
２
０
８
」
と
い
う

ス
ペ
ー
ス
を
数
人
の
仲
間
た
ち
と
運
営
し
て

い
た
。
ラ
イ
タ
ー
、W

eb

デ
ザ
イ
ナ
ー
、

翻
訳
家
、
百
貨
店
や
映
像
制
作
会
社
の
社
員

な
ど
６
人
ほ
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
集
う
、
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
兼
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
の
取

り
組
み
で
あ
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
各
々
が
鍵

を
持
ち
、
時
に
家
と
し
て
使
い
（
泊
ま
っ
た

り
、
風
呂
に
入
っ
た
り
、
ご
飯
を
作
っ
た

り
）、
時
に
職
場
と
し
て
も
活
用
し
た（
ノ
ー

ト
Ｐ
Ｃ
を
持
ち
込
み
仕
事
を
し
た
り
、
打
ち

合
わ
せ
場
所
に
し
た
り
）。
あ
わ
せ
て
、
こ

の
メ
ン
バ
ー
同
士
が
持
っ
て
い
る
ス
キ
ル
や

人
脈
を
シ
ェ
ア
す
る
意
味
も
込
め
て
、
月
に

一
度
、
メ
ン
バ
ー
の
推
薦
に
よ
る
ゲ
ス
ト
を

招
い
て
の
ト
ー
ク
サ
ロ
ン
を
開
催
。
メ
ン

バ
ー
自
ら
が
パ
ス
タ
を
作
り
、
限
定
15
名
の

一
般
参
加
者
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
募
り
、
集

ま
っ
た
者
同
士
が
ゲ
ス
ト
を
囲
み
な
が
ら
飲

食
を
共
に
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
語
り
合

う
場
。
そ
の
「
場
」
づ
く
り
を
繰
り
返
し
て

い
く
こ
と
に
よ
り
、
異
分
野
・
異
領
域
の
人

び
と
が
自
ら
の
専
門
性
の
延
長
で
は
築
く
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
価
値
観
の
融
合
を
生
み

出
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
ま
た
我
々
と
同

じ
よ
う
に
、
生
活
や
仕
事
を
シ
ェ
ア
す
る
環

境
を
オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
す
る
者
同
士
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
て
く
る
過
程
で
、
筆
者
は

「
自
宅
を
代
表
と
し
た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
ス

ペ
ー
ス
を
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
き
っ
か

け
に
無
理
な
く
他
者
へ
と
ち
ょ
っ
と
だ
け
開

く
」
活
動
を
、
２
０
０
８
年
よ
り
「
住
み
開

き
」（
＊
３
）
と
名
付
け
、
そ
の
実
践
を
提

唱
す
る
取
り
組
み
を
始
め
た
。
こ
の
よ
う
に

考
え
る
と
、
も
は
や
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
が

私
生
活
で
、
仕
事
で
、
趣
味
で
、
と
い
っ
た

ボ
ー
ダ
ー
自
体
が
い
ま
ま
さ
に
日
々
更
新
さ

れ
続
け
て
い
る
の
だ
。

「
ポ
ス
ト
余
暇
」
を

生
き
る
試
み

「
稼
ぐ
」
と
「
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
」
と
い
う

二
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
、
余
暇
と
労
働
を

二
分
す
る
ボ
ー
ダ
ー
そ
の
も
の
が
溶
解
し
て

い
っ
て
い
る
様
を
語
っ
て
き
た
。
そ
こ
か
ら

考
え
る
べ
き
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
こ
の

「
余
っ
た
暇
」
と
い
う
概
念
そ
の
も
の
を
再

編
集
す
る
知
恵
が
今
後
求
め
ら
れ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
は
、「
余

暇
」
そ
の
も
の
の
意
義
だ
け
で
な
く
、
新
し

い
働
き
方
、
そ
し
て
仕
事
を
通
じ
た
新
た
な

社
会
貢
献
の
有
り
様
を
も
考
え
る
き
っ
か
け

を
発
明
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ

う
。
次
頁
で
は
、
い
ま
こ
の
時
代
に
求
め
ら

れ
る
「
ポ
ス
ト
余
暇
」、
す
な
わ
ち
本
特
集

テ
ー
マ
で
あ
る
「
本
暇
」
を
体
現
す
る
た
め

の
レ
ッ
ス
ン
的
な
思
考
、
お
よ
び
筆
者
が
取

り
組
む
芸
術
文
化
実
践
に
つ
い
て
、
写
真
と

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
で
紹
介
を
す
る
の
で
、
ど
う

ぞ
参
照
さ
れ
た
い
。

　
先
だ
っ
て
あ
る
企
画
で
「
い
ろ
い
ろ
〝
か

せ
ぐ
（
稼
ぐ
）〞
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
ト
ー

ク
を
し
た
。
人
は
お
金
だ
け
じ
ゃ
な
い
い
ろ

い
ろ
な
価
値
を
稼
い
で
い
る
、
そ
れ
に
対
し

意
識
的
に
な
る
こ
と
で
生
き
方
・
働
き
方
が

変
わ
る
の
で
は
？
　
―
―
こ
ん
な
こ
と
を
参

加
者
と
語
り
合
い
つ
つ
、
筆
者
自
身
の
仕
事

の
変
遷
を
紹
介
し
た
の
だ
が
、
ま
ず
も
っ
て

こ
の
「
稼
ぐ
」
と
い
う
言
葉
の
語
源
が
気
に

な
っ
た
の
で
調
べ
て
み
た
（
＊
１
）。

　
稼
ぐ
と
い
う
言
葉
は
（
中
略
）
紡
い
だ

糸
を
巻
き
取
る
道
具
の
「
か
せ
」
に
由
来

す
る
説
が
あ
る
。
紡
い
だ
糸
を
か
せ
に
巻

く
こ
と
を「
か
せ
ぐ
」と
い
う
。そ
し
て
、

か
せ
は
休
み
な
く
動
い
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
こ
と
か
ら
、
か
せ
の
よ
う
に
仕
事
に

励
む
こ
と
を
「
か
せ
ぐ
」
と
い
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
、
稼
ぐ
の「
か
せ
」

は
「
か
せ
（
日
迫
）」
の
意
味
で
、
昼
夜

に
迫
り
、
止
ま
る
所
を
知
ら
な
い
こ
と
を

い
っ
た
と
す
る
説
も
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
稼
ぐ
と
い
う
言
葉
は
、
も

と
も
と
は
日
夜
仕
事
に
励
む
こ
と
を
表
し
て

お
り
、
お
金
を
得
る
こ
と
は
後
世
に
な
っ
て

派
生
し
た
二
義
的
な
意
味
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
筆
者
が
語
り
た

か
っ
た
こ
と
で
、
語
源
的
に
見
て
も
24
時

間
、
３
６
５
日
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
、「
稼
ぐ
」
に
オ
フ
タ
イ
ム
は
な
い
の
だ
、

と
気
づ
か
さ
れ
た
。
文
字
通
り
、「
あ
の
人
い

つ
も
忙
し
そ
う
に
バ
タ
バ
タ
し
て
い
る
ね
」

と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
は
な
く
、「
い
ま
こ

の
瞬
間
も
自
分
は
動
き
〝
何
か
〞
を
常
に
稼

い
で
い
る
」と
い
う「
意
識
」の
問
題
な
の
だ
。

　
こ
の
意
識
を
持
っ
た
状
態
で
考
え
る
と
、

「
働
く
」（
労
働
）
と
「
休
む
・
遊
ぶ
」（
余
暇
）

と
の
間
に
あ
る
ボ
ー
ダ
ー
が
、
と
て
も
曖
昧

に
感
じ
ら
れ
て
く
る
。

家
や
職
場
以
外
の
、

第
三
の
場
所

　
ま
た
、
余
暇
を
語
る
上
で
重
要
な
言
葉
と

し
て
、「
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
」
を
紹
介
し
た

い
。
都
市
生
活
者
に
と
っ
て
必
要
な
居
場
所

と
し
て
、
第
一
の
場
所
（
フ
ァ
ー
ス
ト
プ
レ

新
し
い「
居
場
所
」か
ら
余
暇
を
再
編
集
す
る

ア
サ
ダ
ワ
タ
ル

特
集
／
余
暇
か
ら
本
暇
へ
　
そ
の
6

エ
ッ
セ
イ

�A�s�a�d�a�	�W�a�t�a�r�u

あ
さ
だ
・
わ
た
る
／
１
９
７
９

年
、
大
阪
府
生
ま
れ
。
日
常
編

集
家
。
音
楽
演
奏
を
は
じ
め
、

分
野
を
超
え
た
さ
ま
ざ
ま
な

「
場
」
や
「
事
」
を
企
画
し
て

演
出
し
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
文

章
を
書
き
講
演
を
行
う
。
ユ
ニ

ッ
ト
「
Ｓ
ｊ
Ｑ
」
ド
ラ
ム
担
当
。

著
書
に
『
住
み
開
き
　
│
│

家
か
ら
始
め
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
』

（
筑
摩
書
房
）
な
ど
。
神
戸
女

学
院
Ｃ
Ｄ
Ｐ
非
常
勤
講
師
、
滋

賀
県
立
大
学
大
学
院
環
境
科
学

研
究
科
博
士
後
期
課
程
在
籍
。

Tw
itter.@

w
ataruasada

写
真
提
供
＝

八
戸
ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

は
っ
ち

（
＊
１
）語
源
由
来
辞
典http:// 

gogen-allguide.com
/ka/kasegu. 

htm
l（

株
式
会
社
ルッ
ク
バ
イ
ス
）よ
り
。

『
日
本
語
源
大
辞
典
』（
前
田
富
祺
監

修
、２
０
０
５
年
、小
学
館
）に
も
同
様

の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

（
＊
２
）ア
サ
ダ
ワ
タ
ル「
築
港
Ａ
Ｒ
Ｃ
：

多
分
野
を
繋
げ
る
ア
ー
ト
リ
ソ
ー
ス

活
用
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ソ
ッ
ド
創
出
」

『
ア
ー
ト
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
　
│
│
リ
レ

ー
す
る
構
造
』（BankA

RT

１
９
２
９

編
、２
０
０
９
年
、BankA

R
T

出
版
、

１
８
０
〜
１
８
３
頁
）

ア
サ
ダ
ワ
タ
ル「
日
常
編
集
」『
編
集
進

化
論
　
│
│edit

す
る
の
は
誰
か
？
』

（
仲
俣
暁
生
編
、２
０
１
０
年
、フ
ィ
ル

ム
ア
ー
ト
社
、１
２
１
〜
１
３
８
頁
）

（
＊
３
）『
住
み
開
き
　
│
│
家
か
ら
始

め
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
』（
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
著
、

２
０
１
２
年
、筑
摩
書
房
）
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筆者がはじめに取り組んだ「住
み開き」スペース。シェアメン
バーの推薦による月例ゲストト
ークサロン「SHOWCASE」は合
計65回にまで及び、「住み開
き」というコンセプトはこの実
践から生み出された。2010年以
降は、常連だった参加者によっ
て古本屋兼サロンとして運営さ
れ、人的ネットワークが引き継
がれている。

208 南森町

「住み開き」
誕生の地

�P�r�o�j�e�c�t�	

（大阪市北区）

�1

職業訓練施設で企画コーディネ
ーターとして働く30 代前半の梅
山晃佑さんが、長屋の2畳間を
「大学」として2008 年より開放。
仕事の合間に、誰もが講師・生
徒になれる自宅大学を開講し「学
び」や「働き方」をテーマに一
貫した社会活動を行う。また、
梅山さんは会社の事業として
2012 年より自宅近所でコワーキ
ングスペース「往来」も運営中。

２畳大学

下町の一角に
開講した
小さな学び舎

�P�r�o�j�e�c�t�	

（大阪市中央区）

�2

長年の間、ご主人と写真館を経
営してきた藤井千代栄さん。還
暦を迎え、館を閉めたら世間と
のつながりが保てなくなると考
え、元写真スタジオだった店舗
付住宅を、2010年よりサロンに
開放した。これまでのキャリア
を生かして「写真整理楽」とい
うワークショップを目玉に、さ
まざまな世代が交流する場づく
りにいそしむ。

千代の家

写真で
人びとを
つなぐサロン

�P�r�o�j�e�c�t�	

（大阪市福島区）

�3

筆者の自宅兼オフィスであるス
ペース。2012年の春、大阪から
琵琶湖に近い大津市の長屋に転
居し、築50年ほどの長屋を建築
に携わる友人たちとともにプチ
リノベーションした。時折、
Facebookなどで参加を呼びかけ
てトークイベントを開催。大阪
と東京の知人と、滋賀で活動す
る知人とをつなぐ役割を少しず
つ実践している。

湖と猫（仮称）

改修した
家を自ら
“住み開く”

�P�r�o�j�e�c�t�	

（滋賀県大津市）

�4

好きなことをきっかけに、プライベートな
スペースを、他者へ向け、ちょっとだけ開いてみる。

いったいどこからどこまでが
私生活で、仕事で、趣味で、というボーダーが、

日々更新され続けている。

実践「住み開き」。時間も、空間も、共にシェアする

社会的マイノリティの立場に置
かれた人をはじめ、多様な背景
を持つ人びとが参加し、各々が
選んだCDと曲を流しながら少し
ずつ言葉を紡いでいく。2012年
に渋谷ギャラリー・ルデコで開
催された。肩書きや容姿に対す
る先入観を可能な限り取っ払っ
た状態でお互いに出会うこのよ
うな表現活動は、これからの余
暇にも求められるのでは。
主催：津田塾大学ソーシャル・メディア・センター

「あなたの音楽を
傾聴します」

音楽CDを
介して記憶を
分かち合う
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ワークショップ

――筆者の試みから
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高知県四万十市西土佐小学校で
2012～13年に開催。児童クラブ
の高学年児童60人が「自分と同
じ年くらいの時に最も好きだっ
た音楽と、その理由」を家庭内
インタビュー。結果から選曲し、
コピーバンドを結成。最後は参
観日を兼ね家族に演奏を贈る。
地元のバンド経験者が指導する
など、普段の授業にない地域と
家族と学校の出会いを演出。
主催：「トヨタ・子どもとアーティストの出会い 
in 高知」実行委員会

「コピーバンド
プレゼントバンド」

思い出の曲を
子どもたちの
演奏で贈る
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ワークショップ
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近江八幡市にある昭和初期の町
家を改装し2004年6月に開館した。
福祉分野が生んだ美術館のユニ
ークな試みとして、福祉施設で
生活する知的障がい者の斬新な
美術作品と、現代美術の気鋭の
作品を並列に展示。福祉の世界
の“余暇活動”で生まれた造形
物は、その枠組みを超え、広く
社会に表現の可能性を提起。筆
者も運営委員の一人。
運営：社会福祉法人滋賀県社会福祉事業団

「NO-MA」

表現の普遍を
観る者に問う
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ボーダレス・アートミュージアム
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日本人の余暇的趣味の代表・カ
ラオケをテーマに、カラオケボ
ックスを借りきり本気でイベン
トをやった一例。参加者はプロ
のクラブDJ選曲のJ-POPで踊りな
がら歌いたい曲をリクエスト、
順にマイクを回していく。カラ
オケボックスなき時代の“スナ
ックスタイル”を現代的に採用、
歌を通じ見知らぬ人同士の出会
いの場を創出した。
主催：カラオケボックスの新しい使い方 
実行委員会

「Club SHIDAX
ｂy

KARAOKEDISCO!!」

スナック風
カラオケで
出会いを演出
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ライブパーティー
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出会いとコミュニケーションが、新しい芸術文化の「場」をつくる

「住み開き」
美術や音楽が

人びとの間のボーダーを取り去り、
コミュニケーションをつないでいく。

芸術文化を生み出す
さまざまな「サードプレイス」の提案。

「場」をつくる。
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